
「

人 ず

二

翼、

格4
」

理

論

に

就

い

て

津

久

井

佐

喜

男

一二三

序

ゲ
シ
タ
ル
ト
心
理
学
派
の
人
格
理
論

就
会
主
義
肚
会
に
於
け
る
人
格
理
論

人
格
理
論
の
批
判
と
其
稜
展
的
方
向

序

人
聞

乃
至
人
格
を
塞
間

的
、
質

料
的

に
捉

亮

て
行

こ
う
と
す

る
限
り
、
そ
れ
は
何
塵

迄
も
肉

艦

自

禮

と
な

る
。

こ
れ

に
反
し
、
時
間

的
、
形
相
的

に
杷

え
ら
れ
ゐ
時

に
は
、

そ
れ

は
意
識

自
艦

と
な
る
。

鼓

に
人
間

が
身
禮
自
膣
的
な
實
在

と
考

え
ら

れ
る
立
論

の
根
擦

と
共

に
、
意
識
を
以

て
唯

一
の
實
在
な
り
と
す

る
考

え
方

の
根
擦

が
見

出

さ
乖
る
。

實
在
を
室
間
的
契

機

に
於

て
把
握
す
る

こ
と
は
、
輩

に
そ
れ
自
身

に
於

て
在

る
も

の
が
把

え
ら
れ
た

に
過
ぎ
な

い
。
過
程
自
膣
や
意
昧

「
人

格
」
理

論

に

就

い

て
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人

丈

研

究

第

五

輯

.

、

自
膣

の
世
界
は
、
察
間

や
時
間

が
夫

々
濁
立
し

て
蔭

に
湊

し
去
り

、
爾
者

の
或

る
結

合
丈

け
が
存
在
す

る
と

い
う
、
所
謂

自
貯
犀
o
毛
。。
ぽ

的
室
間

の
こ
と

製
考

え
ら
れ

る
。
か

」
る
態
度
を
以

て
臨

む
な
ら
ぱ
、
塞
間
的
な
も

の
は
何
庭
迄
も
時
間
的
な
、
夫
自
身

に
於

て
動

く
も

の
を
包
藏
し

て
い
る
こ
と

」
な

る
。
、而
し

て
斯
か

る
契
機
を
最

も
よ
く
代
表

し
て
い
る
も

の
が
人
附

に
於

け
る
意
識
で
あ

る
と
考

え
ら
れ

る
。
量

子
力
学

に
於

け
る

「
歌
態
」
と
稽
せ
ら
れ
る
も

の
玉
波
動

的
側
面

が
人
間

に
於

て
は
進
化
的

ズ
意
識
と
な

つ
て
い
る
。

こ
の
黙

に

於

て
物
質

と
生
物
と

の
存
在
構
造

の
根
本

は
異

つ
て
は

い
な

い
。
從

つ
て
生
物
は
全

て
.,
粒
子
、
波
動
的
な
、
身
膣
、
意
識

的
實
在

で
あ

惹
と

い
う

こ
と
以
上

に
㍉
る

の
實
在

に
迫

る
こ
と
は
出
來
な

い
。

"

、

一

＼

入
格
と

は
、
斯
様
な
實
在

が
環
境

と
相

互
制
約

的

に
、
夫
自
身

を
維
持

し
て
い
る
姿
態

で
あ

る
と
考

え
ら
れ
る

。
人
格

が
此

の
様

に
措

定

さ
れ
る
と
す
れ
ば
・
其

の
具
禮

的
形
威
は
ど

の
様

に
し

て
な

さ
れ
る
も

の
で
あ
ろ
う
か
。

「
ペ
ー
ス
チ'リ
テ
イ
ー

人

、

格

」
概
念

の
中

に

兎

舟
探

り
入

ロ

バ
さ

ス
ナ

リ
テ
イ

ロ

れ

ら
れ
て
考
慮

さ
れ
易

い

}
切

の
〃
倫

理
的
贋
値

〃
は
、
心
理
学
的
人
間
豫
と
し

て
捉

え
よ
う
と
す

る
限
り

の

[
人

格

」
概

念

の

中

に
は
含

ま
れ
な

い
こ
と
を
断

つ
て
、
そ

の
形
成
過
程

に
就

い
て
考
察

を
進

め
て
行

く

こ
と

」
す

る
。

「

_70一 曙

O

グ

シ
タ
ル
ト
心
理
學
派
の
人
格
理
論

ノ

ア
リ

ス
ト
テ
レ

ス
的
概
念
か
ら
ガ

リ

レ
オ
的
概
念

之

の
推
移
を
内
容
的

に
考
察
す

る
な
ら
ば
、
事
攣

の
原
因
を
孤
立
し
た
事
物

の
性
質

に
求

め
す

し

て
、
事
物

と
そ

の
周
園

と

の
關

係

の
中

に
求
め

る
様

に
な

つ
た

こ
と
で
あ

る
。

個
人

の
環
境

に
於

て
も
、

そ
れ
を
先
天
的

に
賦
與

さ
れ
た
傾
向
を
生
じ
易

く
さ
せ
た
り
、
阻
止
し
た

り
す

る
慰

の
と
は
考

え
な

い
。
此

を
表
現
す

る
際

に
は

、
心
理
学
的

全
事
態
を
包
括
す
る
ヒ
と
に
よ

つ
℃
の
み
、
行
動
を
支
配
す

る
力
を

理
解

す

る
こ
と
が
出
來

る

の
で
あ

る
。

ち

 心
理
学

に
於

て
は
、
全
睡

事
態

を
人

と
環
境

と

に
分

け

て
、
心
理
学
的
事
攣
は
全

て
人

の
歌
態

と
同
時

に
環
境

に
依
存
し

て
い
る
。
そ



も

へ

の
何
れ

に
重

み
が
置
か
れ

る
か
は
、
そ

の
都
度

の
事
態

で
あ
り
、
爾
者

に
依
存

す

る
事
實

に
は
攣

〃
は
な

い
と
さ
れ
る
。

全
、て
の
心
理
学
的
事
攣

に
鷹

す
る
法
則

を
次

の
様
な
函

籔
方
程
式

に
よ

つ
て
捉

え
よ
う
と
す

る
。

即

ち

弱

11

h
(国

国
)

但

し
働

は
行
動

を
、
の

砿
個
罷
的
條
件
を
「
働

は
瑛
境

的
條

件
を
示
す
記
號

と
す

る
。

へ

も

ヘ

ヘ

へ

し

も

も

而

し
て

一
定
時

に
於

け
る
個
人

の
行
動
を
規
定
す

る
事

實

の
総
盟
を
示
す
場
合
、

て
れ
を

心
理
学
的
生
活
室
間

と
稽
す

る
。

旭

じ
個
髄
的
條
件

と
環
境
的
條
件

と
は
、
實
瞼
的
塵
理

に
於

て
は
、
猫
立
攣
数

と
ル

て
攣
化
ぜ
し

み
ら
れ

る

の
で
あ

る
が
.
實
際

の
働

き

に
於

て
は
、
夫

々
猫

立
で
は
な
く

、
B

の
攣

化
は
珊

の
鍵
化
を
結
果

し
、
珊

の
攣

化
は
B

の
攣

化
を
結
果
す

る
庭

の
相
互
依
存

的
關
係

く

く

く

く

に
あ

る
。
か

㌧
る
關
係

に
あ
る
B

と
珊

と
は
、
從

つ
て
猫
立

の
實
艦

で
は
な
く

、
爾
者

に
よ
り
、
同

時
に
規

定
さ
れ
る

「
力

の
場

」
・
の
決

(

!置嵐

定
學

で
あ
り
、
曳

は
働
を
組
織
的
錘

化
す
る
こ
と
に
よ
つ
質

働
の
楚

を
明
澄

ル
、

、湛

渦

の
攣
化
を
馨

と
し
て
留

く

は
陶

の
役
割
を
艘

系
化
し
よ
う
と
す

る
も

の
で
あ
る
。
勿
論
後
者

の
場
合

、
正
常
な

心
理
学
的
生
活
察
間

に
於
け

る
、
個

に
關
す

る
法

く

　

り

則

が
判

明
に
な

つ
て
い
な

け
れ
ぼ
な
ら

な

い
こ
と
は
勿
論

で
あ
る
。

ノ

科
学
理
論

の
襲
展

段
階
巴
し

て
、

そ

の
量

、
範
園

、
性
格

に
就

い
て
、
物

理
学

に
於

け
る
ア
リ

ス
ト
テ

レ
ス
的
概
念
か
ら
、
ガ
リ

レ
オ

的
概
念

へ
の
推

移

に
樹
懸

す
る
、
現
代
心
理
学

の
襲
達
段
階

の
主
要
特
性

は
、
夫

々
の
段
階

を

「
思
錺

的

」
、
「
記
述
的

」
、
「
溝
成
的

」

と
し
て
嚢

の
様
に
簡
爵

圖
式
化
が
試
み
ら
砦

・

(
日
①
ぐ
冒

国

∴

.弓
ユ
昌
9
覧

$

o
h
8

噴
9

0
σq
一〇
筥

甥

同
魯

o
ざ

∬q
団
、、
お

。Q
O
)

表
工

心
理
学
の
獲
展
段
階
に
鷹
す
る
概
念
叉
び
方
法
の
性
格

一71_
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人

格
」
理

論

に

就

い

て



人

交

研

究

第

五

輯

1

時

墨

舞

的

(
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
)

目

的

亭
物
の
本
質
と
全
て

の
事
實
成
立

の
背

後

に
あ
ろ
原
因
な
襲
見
す
ろ
こ
と
。

心
理
學
的
概
念
が
、
心
理
學
的
で
な

い

概
念
か
ら
匿
別

さ
れ
て

い
数

い
。

II

III

 

記
述
的

奮

成
的

(
が
リ

ソ
ナ
的
)

概

念

構

成

の

蝋
般
的
性
格

系

の

型

盟歴 ・

系史

的

問的
題及

出
來

る
限
り
多

く

の
事
實

な
集

め
て
、

そ
れ
准

正
確

に
記
述

す

る
こ
と
。

心
理
學
姦
、
軍
な
か
法
則
な
も

っ
猫
立
的
な
諸

々
の
分
野

に
分
け
る
遭

理
論
に
封
し
友
好
的

(
思
辮
的
な
型
)

事
實
成
立

の
問
題
と
質

か
問
題
が
匿
別

さ
れ
て
.い
な

い
。

歴
史
的
起
源
と
原
因
が
別
確
に
匿
別
さ

れ
て
い
な

い
。

じ

全
て
な
包
括
す
る
糠
な
髄
系
が
、
.唯

憎

つ
の
概
念
或
は
二
三
の
相
互

に
闘
聯

の

な
い
論
奮

概
象

ら
導
畠

さ
れ

る

。

理
論
に
…封
し
敵
封
的

㌔

、

抽
象

に
よ

う
記
述
的

分
類
。
ー

∬

法
則
な
護

見
す

る
こ
と
o

個
別

的
揚

合
な
豫
測
す

る
、こ
.と
。

/

心
理
學
的
で
な

い
概
念

の
排
除
。

心
理
學
的
諸
現
象
に
、
同

一
の
法
則
髄

系

に
ょ
り
麦

配

さ
れ

る

の

し

て

取
扱

に
、れ

ろ
。

一
つ
の
世
界

と

理
論
に
封
し
友
好
的

(
纏
験
的
な
型
)

事
實

成
立

の
問
題

と
質

の
、問

題
が
匠

別

さ
れ

る
。

歴
典
的
起
源
と
原
因

が
明
確

に
琶
別

さ

れ
る
。

構
成
的
。
盤
系

は
、
相

互
に
關

係

の
あ

る

一
群

の
概
念

求
基
礎
な
も

ち
、
封

立

す

る
概
念
間

に
は
、

漸
・次
的

な
推

移

が
、

可
曲85
で

あ
協
。

壽

一 ・72一



表
11

法

則

性

と

力

、学

的

.概

念

時

期

法
則
性

の
性
質

、

特

殊

法

則

の

謹
明
法

・

概
念
構
威
の
論

理
的
性
質

1

法
則
11
規
則
。
個
別
的
な
揚
合
は
法
則

的
で
な

い
。

法
則
性
は
唯
事
心買
成
立

の
規
則
性

の
あ

る
虚
}に
だ
け
存
在
す
る
。

個
別

的
。

差

異
あ
無
覗

し
て
、

類
似

の

事

憂
が
生
起
す

ろ
頻
度

な
示
す

。
頻
度

が
大

で
、

似

て

い
れ
ば

似
て

い
ろ
程
、

規
則

に
確

か

な
も

の
と
な

ろ
。

〃
例
外

の
あ

る
こ
と
が
規

則

の
あ
ろ
謹

、

櫨

4

咲

・

11

●

差
異

の
捨
象

に
ょ

る
分
類

。

(
統
計

的

・

再

)
謬

の
概
念
養

勢
・
,

奪

現
象
型

に
よ
る
分
類
。

III

 

法
則

11
規
則
り

唯

一
回
的

な
事

墜
も
含

め
て
、
全

ゆ
ろ
事
墜

が
法
則
的
で
あ

ろ
。

事

墜

が
法
則
的
で

あ

る
こ
と

の
経
験
的

確
読

は

必
要
で
な

い
。

'

個
別
的
な
純
粋
な
揚
合
な
考
究
す
ろ
。

燈
系
的
條
件
分
析
法

。

個
別
的
特
殊
か
ら
α
抽
象
し
な
い
。

謹
明

の
債
値
に
、
惧
物合
め

純
皿粋
性

に
依
.

9

存
す
ろ
の
で
あ
り
、
頻
度
に
依
存
し
な

い

。

實
甑騒
"

純
継
…な
橘狸
々
の
揚

合
な

愼
重

に

一
作
り

閏
す

、
、
と
。

構

成

に
ょ
る

概

念

形

成

(
分
類

に
反

封
)
。
"

。

塞

的
定
義
・
騨
鍵
の
概
念
が
働
摯

,

函
敷
的
條
件
登
生
的
概
念
。

「
人

格
」

理

論
.
に

就

い

て

'
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人

丈

研

究

第

五

輯

力

學

原
因
に
、
方
向
付
り
ら
れ
液
要
因

(
傾

向

)
て
あ
る
。
事
物
自
髄

の
本
質
が
行

動

の
原
因
で
あ
ろ
。
行
動
は
過
去
乃
至

未
來

に
よ

つ
て
規
定
さ
れ
る
。

嚢

〆

原
因

は
方
向
付

け
ら
れ
穴
要

因

で
る
。

薮

個

の
事
實
間

の
闘

係
だ
け

が
、
事

墜

の
原
因
糞
り
う

る
。

`

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

事

墜

は
♂全
て
同
時

的
事

態

の
総

髄

に

、

依
存

し

て

い
ろ
。

一74一

精
紳
的
行
動

の
個
膣
的
條
件

の
総
膣
を
人
格

(団
①
毎
o
β
鎗
津
団
)

と
綱
し
、
心
理
学
上
、
素

質
と
習
慣
を

こ
の
中

に
含
ま

し
め
る

が
餌

前

述
の
如
く
、
倫

理

的

慣

値

は
全
く
排
除

さ
れ

る
。
而

し

て
通
例

、
人
格

の
心

理

学

的

側
面
と
し

て
、
知
能

H
暮
Φ
罠
σq
Φ
β
。
o

性
格

O
昼
霧
讐
審
霧

氣
質

日
①
塁
娼
①
影
膏
o
暮

が
墨
・げ
ら
れ

る
。
ご
れ
ら

は
統

一
的
人
格

の
異

る
側
面
と
し

て
、
相
互
關
聯

的
で
,あ
り
分
離
猫
立

軸

し

て
取
扱

は
れ
る

こ
と
も
あ
り
得
す

、
且

つ
素
質

と
輕
瞼

の
合
膿

と
し

て
、
其

の
成
熟

位
相

に
よ
つ

て
必
す
し
も

一
様

性
を

欠
き
、
複
雑

・

微
妙
な
構
成
を
な
す
も

の
と
さ
れ

る
。
特

に
性
格
と
氣
質

の
匠
分
は
分
明

で
は
な

い
が
、
性
格
は
入
格

の
意

欲
的
構
成
契
機
を
な
す

も

の

へ

と
し

て
、
欲
求
艘

系

の
基
底

を
な

し
、
欲
求
嚢
動

の
強
度

、
活
澄

性
、
及

び
欲
求
間

の
卒
衡
に
規

定
さ
れ

る
。
然

か

の
み
な
ら

す
、
身
艦

的
、
精
紳
的
内
部
機
制

や
、
目
的
達
成

に
必
要
な
身

膣
的
、
精
神
的

手
段

の
實

現
可
能

性

に
も
依
存
す

る
。
前
者

の
生
理
的
基
礎
を
な
す

も

の
は
、
自
律
神
経
系

に
支
配

さ
れ

る
内
臓

的
調
節
作

用
と
、
ζ
れ

に
連
な

る
感
情

的
感
受
性
と

で
あ
.る
。

粍
此

に
衡

し
、
後
者

の
夫
れ
は
、
感
畳
蓮
動
輔
経
系

に
支
配

さ
れ
る
虚

の
蓮
動

艦
制
、
及
び
知
識
艦
制
で
あ

る
。

こ
の
人
格

の
感
情

的
契

ヘ

へ

も

も

機

を
氣

質

と
稽

し
、
手

段

的
機

能

を
知

能

と
稽

す

る
。

・

・

●

貸

む

む

 知
能
は
先
行
経
験

の
上

に
立

つ
て
、
新

事
態

に
適
懸
す

る
能

力
と
し

て
、
過

去
経
瞼
な

る
知
識

、
脅
慣

に
規
定

さ
れ

る
と
井

に
、
現
前

、事
態

の
要
請

に
規
定

さ
れ
る
こ
と

㌧
な

る
。
勿
論
能
力
と

は
、
何
ら

の
貴
禮
概
念

の
謂

い
で
砿
な
く

、
可
攣
.的
可
能

性

と
し
て
措

定

さ
れ

た
庭

の
機

能
的
概
念

で
あ

る
こ
と
は
噺

る
迄
も
な

い
。



目
①
ミ
冒

図
.の
見
解

を
中
心
と
し

て
、
個
艘
的
條
件
、
環
境
的
條

件

に
關
す

る
ゲ

シ
タ

ル
ト
心
理
学
派

の
見
解
を
尚
暫

く
た
ど

つ
て
見

よ
う
。

前
述

の
如
く
個
鎧
的
條

件
に
野
懸
す

る
も

の
と
し

て
の
環
境
的
條
件

は
、
爾
者

の
緊

密
な
相
關
關
係
的
位
置

附

け
か
ら
、
共

に

}
膿

と

な

つ
て
、
生
軌

学
的

「
力

の
場

」
を
構
成
し

て
い
る
と
考

え
ら
れ
、
物
理
学
に
於

け

る

「
力

の
場
」
を
室
間
と
繕
す

る

の
と
同
様
な
意
味

も

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

合

い
で
、
そ
れ
を
心
理
学
的
生
活
室
聞
と
稽
す

る
こ
と
は
前

述
し
た
通
り

で
あ

る
。

從

つ
て
環
境
的
條
件

の
基
本
的
な
も

の
は
、
生
活
的
瑛
境
條

件

で
あ
る
が
、

こ
の
條
件

に
個
禮

が
反
臨
す

る
時

は
、
個
燈
内

に
或
種

の

攣

化
を
惹

起
す

る
。
然

し
乍
ら
、

こ
の
攣
化
も
、
個
艦

の
欺
態
的
性
質

の
攣
化
と

し
て
見
ら
れ
た
場
合

に
な

、
個

燈

的

條

件

と
考
え
ら

・れ
う
そ
れ
が
個
鎧

の
行
動

に
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
之
ら
れ

Σ
ば
、
環
境
的
條

件
と
考

え
ら
れ
る
。
即

ち
主
鎧

と
環
境
,の
位
置
關

係
は
、
全

く
相

劉
的
な
も

の
で
あ
り
、
行
動

の
條
件
を
分
析
す

る
場
合

の
二

つ
の
極
概
念

に
過
ぎ
な

い
。

　

む

む

む

斯
く
し

て
行
動
成
立

の
條

件
と
し
て
は
、
個
盟

に

於

け
る
欲

求
鎧
系

と
、
環
境

の
機
う

要
講

的
性
格

の
～刀
学
的
場

に
於
け

る
行
動
憤

む

タ

む

　

乃
至
誘
意

性

ハく
箪
①
β
o
①
)

の
概
念

の
中

に
解
滑

さ
れ

る
ゆ
即
ち
誘
意
性
は
、
相

反
方
向
性
を
有
ち
、

欲
求

の
昂
進
が
な

け
れ
ぱ
成
立
し

な

い
と
同

時
に
、
其
時

の
事
態

の
中

に
欲
求
的
緊
張
を
解

滑
せ
し
め
る
様

な
可
能
性
が
含

ま
れ
な

い
限

り
成
り
立
た
な

い
。
可
能
性

に
は

種

々
な
程
度

が
考

え
ら
れ
、
不
可
能
な
事
態

は
何
ら

の
可
能

性
を
有
た
・ず
、
現
實

の
欲
求
が
充
足

さ
れ
る
育
、能
性

の
低

い
場
合

に
は
、
現

實
度

の
低

い
次
元

に
於

け
る
欲
求
解
消

の
方
向

を
求

め
る
こ
乏

」
な
る
。

＼

、

更

に
欲
求
實

現
手
段
と

し
て
、
感
畳
器
官

、
蓮
動
器
官
、
知
識
鐙

制
な
ど

が
考
慮

さ
れ
る

が
、
欲
求
と
猿
境

と
が
相
劉
的
な
も

の
で
あ

る
限

り
、
媒
介
手
段
も

亦
不
攣

の
實
禮
性
を
有
ち
得
な

い
こ
と

玉
な

る
。
即
ち
、
手
段

は
薪

し

い
課
題
歌
況

に
態

じ

て
薪

し
く
創
造

さ
れ

む

　

な
く

て
は
な

ら
す
、
斯

か
る
創
造

の
結
果
は
傾
性
と
し
て
保
持

さ
れ
、
既

成
手
段

の
膣
系
化
現
象
を
起
す

。、
既
成
手
段

は
、
現
實
的
手
段

の
淺

津
で
あ
り
、
新

手
段
構
成

の
基
礎
と
な
ゐ

に
過

ぎ
な

い
。
從

つ
て
、
.斯

か
る
基
礎

の
上

に
行
は
れ
る
行
動
は
、
本
來

の
意
味

の
手
段

で
あ
る
と
考

え
ら

れ
る
。
手
段

は
こ
れ
を
生
理
的

(
生
命

的
)
段
階

に
あ

る
も

の
と
、
心
理
的

(
就
会
的

、
文
化

的
、
精
神
的
)
段
階

に

一
「
人

格
」
理

論

に

競

い

て
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人

丈

研

究

第

五

輯

あ

る
も

の
と
に
分
け
ら
れ
よ
う
。
而

し

て
、
前
者

の
段
階

に
於

て
作
用
す

る
認
識
が
感
受

性
で
あ
り
・
其

の
行
動
結
果
は
有
機
盤
中

に
、

感
畳
器
官
を
分
化
稜
達

せ
し
め

、
其

の
途
行
活
動
ば
身
艦

蓮
動
と
し

て
現
象

化

さ
れ
る
。

こ
の
段
階

に
於
け
る
認
識

と
行

動

の
關
係

は
、

直
接
的
、

一
義

的

で
あ
る
。
庇

に
劉

し
後
者

の
段
階

に
於

け
る
手
段

は
、
間
接
的

、
多
義

的

で
あ
り
、
意
識
的
、
選

鐸
的
で
あ

る
と
見
徹

ざ
れ
、
そ

の
自

由
選
揮
的

で
あ
る
と

い
う

こ
と
が
、
即
ち
自
由

の
意
識
を
有

つ
て
い
る
こ
と

に
館
着

せ
し
め
ら
れ
る
。
然

し
乍
ら

こ

の
こ

と

は
、
必
す
し
も
生

理
的
段
階

に
於
け

る
手
段

の
間
接

性
、
選
揮

性

の
奎
く
認

め
ら

れ
得
な

い
こ
と
を
意
味

し
な

い
。

他
人
の
意
識
は
、
直
接

そ
れ
を
知

る
こ
と
は
出
來

す
、
唯
彼
等

の
示
す
虚

の
行
動

を
通
七

て
想
定
す

る
も
の
で
あ

る
と
す
れ
ぼ
、
人
間

ノ

の

と
同
じ
様
な
行
動

を
示
す

と
思

は
れ
る
動
物

に
も
意
識
が
働

い
て
い
る
と
想
定

し
得

よ
う
。
然
し
乍
ら
意
識

の
生
理
的
基
礎

に
就

い
て
、

我

々
の
知
識

は
貧
困

で
あ
り
、
大
騰
皮
質
部

の
感
畳

的
中
枢

の
活
動

を
必
要
と
す

る
と
思
は
れ

る
が
、
中
福

の
活
動
は
常

に
必
す

し
も
意

識
を

随
伸

し
な

い
。
意
識

を
生
す

る
た

め
に
は
、
我

々
は
心
的
内
容
を
意
識

し
よ
う
と
す
る
特
殊
な
態
度
を
採
ら
な

け
れ
ぱ
な
ち

な

い
。

こ

玉
に
意
識

の
客
観

化

の
機
能
が
見
ら
れ

る
。

、
、.

、

精
神

の
原
初
的
段
階

に
於

て
は
、
生
活
室
間
と
し

て
の
個
鎧
と
環
境
と

は
統

一-腿

を
成
し

て
居

』
、
自
我
、
他
我

の
意
識
も
未
分
化

で

へ

も

あ

る
。
自
我
は
欲
求
障

碍
に
於

て
成
立

し
、
更

に
制
明
な
形
態
と
し

て
、
他
我

の
意
欲

と
の

コ
ン
フ
リ
ク
ト
に
於

て
自
畳

的
段
階

に
到
達

も

へ

し
得
る
。
そ
う
し

て
、
斯

う

い
う
障

碍

が
客
観
化
さ
れ

る
庭

に
意
識

の
芽
生

え
が
讃

み
取
れ
る

の
で
あ

る
。
即
ち
原
初
的
生
命
段
階

に
あ

つ
て
は
、
主
客
未
分
化

の
ヵ
ー
オ

ス
で
あ
り
、
其

庭

に
凝
離

現
象

が
起

つ
て
も

、
多
く
は

カ
ー
オ

ス
の
中

に
埋
没

せ
し
め
ら
れ

る
。

こ
れ

を
喰

い
止
め
る
も

の
が
意
識

そ

の
も

の
で
あ
り
、
そ

こ
に
知

畳
を
生
じ
、
感

情

が
生
れ
、

、
知
識
鰐
制
を
形
成
し
、
情
念

と
な
り

、

一
般
精

神
生
活

が
繰
り
展

げ
ら
れ

て
行
く
と
さ
れ

る
。

∵

、

、

協

即

ち
意
識

の
機

能
ぼ
、
生
命
的
流
動

に
操
作
可
能
な
有
形

の
委
態
を
與

え
る
も

の
で
あ
り
、

こ
れ
に
、
言

語
機
能
、
科
学
的
記
號

が
参

書
す

る
こ
と
に
於

て
、
手
段

は
最
高
度

に
高

め
ら
れ

て
行

く
。
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以
上
見

て
來
た
様

に
、

凡
て

の
知
畳
、
行
動

は
、
維
瞼
的
、
学
習

的
に
ば
か
り
で
な
く
、
内
在
目
的
的
、
意

欲
的

に
管
ま
れ
、
而
窓
そ

れ
が
態
度

と
し

て
肚
会

的

、
歴
史
的
な
も

の
を
澹

つ
て
を

り
、
客
観
的

に
、
同

一
刺
戟

が
そ

の
機
能

的
便
値

を
主
膣
徳

に
攣

之
、
主
燈
毎

ヘ

へ

に
猫
自

の
生
活
室
聞
を
構
威
し
、
主
禮
毎

に
異

つ
た
虞

の
符
號
乃
至
強
さ

の
誘
意
性
を
有

つ
の
で
あ
る
。
從

つ
て
行
動

は
、
意
味
が
夫

々

の
必
然

的

メ
カ

ニ
ズ
ム
に
よ

つ
て
實
現

さ
れ
る
も

の
で
あ

る
。
斯
様

に
し

て
、
膣
瞼

さ
れ
る

ρ
は
全
禮

で
あ

つ
て
、
部
分

は
よ
り
高
度

の

心
性

の
働
き

に
よ

つ
て
の
み
、
初
」め
て
令
析
抽
出
さ
れ

る
も

の
で
あ
り
、
直
接
維
瞼

と
し
て
の
意
識
に
與

え
ら
れ

る
順
序

は
、
蜜
在
自
髄

の
順

序

に
代
位

さ
れ

て
了
う

の
で
あ

る
。
現
象
的

に
先
行
す

る
庭

の

「
全
膣
」

の

「
機
能
的
實
在

性
」

の
過
重
覗

に
よ

つ
て
、

「
部
分

」.帰

は
實
在
性
を
消
去

せ
し

め
ら

れ

て
、
抽
象
的
な

、
入
爲
的
構
成
艦

と
な

つ
て
了

う
。
從

つ
て
〆

シ
タ

ル
ト
学
派

に
於

い
て
科

学
方
法
論
上

、占

め
る
虚

の

「
全
膣
」

の
優
位

性
は
、
直
接
経
瞼

を
緒

口
と

し
て
、
客
観

世
界

の
構
造

分
析

に
嚢
展
す

る
こ
と
な
く
、
其

の
現
象

分
析

、

ヘ

ヘ

ヘ

へ

・
條

件
分
析

は
、

「
條
件

」

の
客
襯
的
實
在

性
が
消
失
す

る
爲

に
現
象

の
場

の
類

型

の
符

號
的
記
述

に
終
り

、
符
號

の
抽
象
的
形
式

の
非
特

殊
性
が
、
,客
観
性

で
あ
る
か

の
如
き
錯
畳

に
陪
ら

ざ
る
を
得
な

い
。
即
ち
部
分

の
辮
謹
法
的
封
立
物
と

し
て
の
全
艦
を
喪
失

し

て
、
抽
象

し

ヘ

ヘ

へ

,さ
己れ
た
観
念
的
全
農
感

に
依
檬

す

ゐ
こ
と

に
よ
り
、
具
艦
的
な

基
底
部

で
あ

る
部
分
ま

で
も
消
去

し

て
了
う
傾
向
性

は
充
分
批
判

の
絵

地

を
残
す
も

の
で
あ

る
。

ゲ
多

ル
ト
学
派
の
見
蟹

立
つ
乳

か

(目

寄

拙穿

)
に
よ
れ
ば
・
毒

の
行
動
を
規
定
す
る
虚
の
幾

は
・

こ
れ
を
主
観
的
な

そ

の
人
間

に
認

知

さ
れ

る
限

り

に
於

け

る

「
見

之
」

の
環

境

(
「
行

動

環

境

」

(
国
①
冨

誌
o
奉

一
〇
β
<
ぽ
o
唐
Φ
β
"
)
)

と

、

客

観

的
な

、

「
見

え

」

に
關

は
ら
な

い
環

境

(
「
地
理
的
環

境

」

(
O
Φ
o
σq
養

娼
ぽ
。
巴

㊦
昌
く
ぼ
o
営
①
暮

)
)

と

の
二

種

に
分

け

て
欝

想

さ
れ

る
。

而

し

て

鱗

、

-
・

有
機
艦

は

「
行
動
環
境

」

の
中

に
於

て
行
動

し
乍
ら
、

「
地
理
的
環
境

」
に
適
鷹

し

て
行

く
も

の
で
あ

る
と
す
る
見
解

が
探

ら
れ

る
。

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

へ

鼓

に
於

て
看

落
し

て
な
ら
な

い
黙
は
、
主
燈

の
實
践

に
媒
介

さ
れ

る
客
観
界

の
意
識

に
於
け
る
反
映

の
深
ま
り
と
い
う

ζ
と

の
問
題
化

さ
れ

て
い
な

い
黙

で
あ

る
。
客
観
的

腱
瞼

は
、
物

理
的
世
界

と
、
そ

の
意
識

さ
れ
た
限
り

に
於
け

ゐ
部
位

と
、
大
臓
皮
質
部

に
於

け
る
生

↓
人

格
」
理

論

に

就

い

て

、

.

,
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人

丈

研

究

.
第

五

輯

●

.

理
学
的
過
程
の
假
定
と
の
間
に
同
質
・
類
同
・
近
接
等
の
漿

㌶
麟

が
奢

的
に
存
在
し
て
を
り
い
夫
等
が
各

々

「
よ
き
形
態
」
ー

均

衡
理
論
に
よ
る
完
定
.化
1

へ
と
憂
容
し
て
行
く
菟
σ
で
あ
る
と
さ
れ
る

。
こ
れ
を
記
蓮
す
る
の
が
嚇
能
概
余
で
あ
り
、
現
象

の
條
件
分

鵯

考
察
に
銀

、
灘

の
基
底
的
部
位
は
外
界
機

能
的
に
實
在
す
る
ど
保
讐

れ
る
。
整

ζ

タ
ル
ト
学
派
の
生

理
的
、

物
理

的
、

心
理
的
、
肚
会
的

な
も

の
玉
同

一
原

理
に
よ
る
亭
板
化

傾
向

が
認

め
ら
れ

る

の
で
あ

る
。
所
謂

「
ゲ

シ
タ

ル
ト
」
は

、
記
述
機
念
、

機
能
概
念

の
融

合

の
上
に
立

つ
媒
介
概

念
で
あ
り
、
そ
れ

は
眞

の
意
味

に
於
け

る
法
則

で
あ
り
う
る
か
ど
う
か

の
批
判
的
鹸

地
も
亦
淺

さ

れ

る
の
で
あ

る
。

尋
へ

=

肚
會
主
義
肚
會
に
於

け
る
人
格

理
論

、

●

-

一78一

「
行

動

」
、

「
人

格

」
、

「
環

境

」
を

前

述

の
如

く
捉

え

て
行

こ

う
と

す
.る
、

ゲ

シ
タ

ル

ト
心

理
学

派

に
薦
す

る

学
者

た

ち

は
、

欧

米

諸

國

に
於

て
書

し

て
動

物

、

(国
α
鑑

㊤

貞

.)
,見

童

、

(
8
Φ
詔
冨

閑
:
国
o
h博

蟄

図
.)
未

開

民
族

な

ど

に
於

け

る

實

瞼

を
瓶

し

て
確

立

さ
れ
た
基
礎

理
論

の
肚
会
的
實
践

の
場
を
敏
育

に
求

め
、
敏
育

の
場

に
於
け
る
理
論

の
再
編
制
を
展
開

し
て
行

つ
た

の
で
あ
る
。
最
近

に

於
け

る
ア
メ
リ

カ
の
教
育

心
理
学

の
隆
盛

と
、

理
論
的
基
底

に
そ

の
全
貌

を
看

取
し
得

る
の
で
あ

る
。

心
狸
学

に
於
け
る

「
人
格
」

「
環
境

」

「
行
動
」

の
認
識
論

は
、
人
間

㊨
具
燈
的
行
動
様
式
を
方
向
付

け
る
も

の
と
し

て
、
そ
れ

が
敏

育
的
覗
角

か
ら
最
も
効
果
的

に
撮
り
墨
げ
ら
れ

る
傾
向

は
、
学

の
基
本
的

性
格

と
し
て
決
し

て
排
撃

さ
れ
は
し
な

い
。

肚
会
主
義

就
会

に
あ

つ
て
は
、
斯
か
る

認

識

論

的
基
盤

か
ら
、
多
く

の

行

動

主

義

心

理

学

者
、
ゲ

シ
タ

ル
ト
心
理
学
者

た
ち
が

「
兇
童
学

」
の

コ
ー

ス
を
た

ど

つ
て
行

つ
た

の
で
あ

る
。
前
者

に
屡

す

る
.も

の
と

し

て
、
ザ

ル
キ

ン
ド

ガ
奏
橿
斜
ゆ
〉
●戸

ブ

ロ
ン
ス
キ
ー

曽

皇
象
忌

』
同

モ
ロ
ジ

ャ
ザ

イ

ヱ
。冒
著
摸
g
8
ρ
ρ
後
者

に
属
す

る
も

の
と
し
て
ヴ

イ
ゴ
ト

ス
キ
ィ
ー
切
『
昌
。H
∩
至
搾
斧

6

な

ど

が

い

 
、

・

'

ソ



る

。兎
童

学

の
立
場
ぱ

要
約
し

て
み
る
な
ら

ば

「
児
童
は
環
境

の
産
物

で
あ
る
。
環
境

が
見
童

の
身
盤

の
成
長
や
、
能
力
や
、

傾
向
を
形
成

す

る
。
兇
童

は
、
≠彼
た

細
か
な
適
態

を
要
求
す

る
所

の
自
然
環
境
、と

い
う
よ
り

も
む
し
ろ
、
就
会
環
境

の
成
果
で
あ
る
。
…
:
・だ
か
ち
、

わ
れ
く

が
兜
童

を
研
究
す

る
場
含
に

は
、
.彼

の
朕
態

や
彼

の
行
動
を
そ
れ
自
髄
と

し
て
、

つ
ま
り

、
孤
立
さ
せ

て
と
ら
え

て
は
な
ら
な

い
。
そ
れ
ら

の
朕
態

や
行
動
を
よ
び
起

し
売
諸
條

件

と

の
生
き
た
直
接
的
な
關
聯

に
於

て
捉

え
、
そ
れ
ら

の
も

の

玉
相
互
藤
存

性
を
明
か

に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

・…
:
見
童

え

の
完

全
な
接
近

の
仕
方

は
、
彼

の
行
歌

を
統

一
的
な
相
互
制
約
的
な

一
聯

の
行
動

と
見
、
そ
れ

ぐ

の
行
動

を
彼

の
中

に
現
は
れ

て
い
る
全

て
暑

慣

の
密
接
な
結
合
と
考
之
る
と
い
う
行

き
方

で
あ

る
。

見
童

を
研
究
す
る

に
は
、
何

に
よ
り
も
先
す

四
園

の
瑛
境
を

研
究

し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
児
童

の
現
は
す
現
象
を
、
根
丈

け
で
な
く

て
土
ま
で
つ
け
た
ま

玉
で
抽

き
出

さ
な
く

て
倣
な
ら
な

い
。
」

(
モ

ロ
ジ

ヤ
ヴ

イ
著

『
学
齢
前
敏
育
者
養

成

の
新

し

い
道
」
(
H
O
鵠

)
と
い

う
見
童

を
瑛
境

の
産
物

と
見

る
立
場

に
於

て
集
約
的

に
表

現
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。

蝕

に
於

て

モ

ロ
ジ

ヤ
ヴ

イ
な

「
敏
育
施
設

の
内
外

の
環
境

(
就
会
的
階
級

的
、
生
産
的
勢
働
的
、
日
常

生
活
的
な
)
傾
向

を
研
究
し
、

亦
環
境

の
構
造

へ
ど

の
様

に
貧
富

で
あ

る
か
、
複
雑

で
あ

る
か
、
組
織

さ
れ

て

い
る
か
、
ど

の
様

な
動
態

を
示
し

て
い
る
か
、
自
然
環
境

は
ど
う
で
あ
る
染

な
ど
)
を
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
」
斯
様
な
圖
認

材
料
の
蒐
集
の
上
で

コ

定

の
幾

形
態
と
墨

の
織

榊
的
身
盟
的
機
能

と

の
間

に
恒
常
的
な
關

係
を
樹

立
し
、
各
種

の
肚
会
集
團

の
兇
童

の
具
艦
的
な
類

型
を
見
出
し
.
児
童
施

設
と
免
童

の

作
業

と

の
環
境

を
、
敏
育
的
観
黙

か
ら
見

て
、
最
も
合
目
的
的
で
あ

る
様

に
組
織

し
、
教
育

の
薪

し
い
、
自

分

た
ち

の
目
的

に
か
な

つ
た

技
術
を
探
り
當

て
る
こ
と
L

を
し
な

け
れ
ば
な
ら

な
い
と
読
く

の
で
あ

る
。
即

ち
環
境
を
研
究
す

れ
ば
、
そ

こ
か
ら
直
接
的

に
教
育

の
方

法
と
盟

系
を
抽

き
出
す

ヒ
と
が
出
來

る
と
主
張
す

る
。
斯

か
る
主
張

は
莞
童

の
行
動
を
環
境

の
刺
戟

に
劉
す

る
反
態

と
見
、
環
境

に
よ
つ

て
決
定

さ
れ

る
、と
す

る
考

え
方

で
あ
り
、
全
艦

と
し

て
児
童

の
行
動

も
、
,個

々
の
行
爲
も

.

一
聯

の
外
的
刺
戟

に
劉
す

る
生
活
罷

の
反
臨

「
人
-格
」
理

論

に

競

い

て

一79一



人

丈

研

究

第

五

輯

で
あ
り
、
そ
れ
は
環
境

に
ょ

つ
で

決
定

さ
れ

て
い
る
と

い
う

「
萬
能
な

る
肚
会
環
境

の
物
神
化
」

で
あ

る
。

こ
う
い
う
考

え
方

は
其

の
後
、

「
見
童

の
蓮
命

は
、
・
生
物
学
的
な
耐
会

的
要
因

に
よ
り
、
遺
傅

と
或
種

の
不
攣

の
環
境
と

の
影
響

犀
よ

つ

て
、
宿
命
論
的

に
條
件

づ
け
ら
れ

て
い
る
も

の
で
あ
る
」

(
一
九
三
六
年

「
見
童
学
的
偏
向

に
就

い
て
」
)

と
し
て
、
そ

の
偏
向

を
指

摘

述
れ
、
見
童

学
的
構
想

は
其

理
論

と
實
践
が
反
科
学
的
、
反
唯
物
辮
誰
法
的
命
題

に
立
、脚
し

て
い
る
も

の
と
し

て
排
撃

さ
れ
る
輕
過
を

た
ど

る
・の
で
あ

る
。

・

.

-

冶

ル
バ
ノ

フ
ス
キ
イ

沫
。盗
ρぎ
曽
芦
蚤
ド
σロ
・エ
」
,ソ
ヴ

エ
ト
心
理
学

の
當
面

の
問
題

」
ル
ビ

ン
4シ
ュ
テ
イ

ン
評
飢至
骨
幕
}
・
P
自
・

「
心

理
学

の
プ

ロ
グ
ラ

ム
に
就

い
て
」

に
よ

る
と
、
心
理
学
者

は
何

に
よ
り
も
先

す
、
反
映
論

の
光

に
照
ら
し

て
み
ら
れ
た
心
理
に
就

い
て
の
理
論

を
與

乏
、
辮
謹
法
的
唯
物
論

の
基
礎

の
上
に

立

つ
て
、
精
神
物
理
的
な
諸
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と

い
う
見

解

が
探
ら
れ

、

心

理
学

の
蜀
象

に
就

い
て
の
基
本
命
題

と
し
て
爽

の
様
な
見
解

に
到
達
す

る
。

む

　

　

　

同
、
・精

神

は
高

度

に
組

織

さ
れ

た
物

質

で
あ

る
。

　

　

し

む

む

し

二
、
精
神

が
高
度

に
組
織

さ
れ
た
物

質

で
あ
る
以
上
、
そ
れ
は
襲
達

の
産
物

で
あ

る
。

㌧

、

辮
澄
法
的
方
法
論
を
基
礎
止

し
て
樹

て
ら
れ
る
心
理
学

は
、
心
理
現
衆
を
そ

の
襲
達

の
合
則
性

に
於

て
研
究
す

る
。
方
法
論
的

に

は
襲
生
学
的
心
理
学
で
あ

る
。

の

　
ド

　

　

　

イ

レ

リ

　

ロ
む

　

　

　

む

む

三
、
就
会

的
實
践

の
基
礎

の
上

に
立
つ

て
、

入
間

の
意
識

の
歴
史

的
嚢
達

の
特
性
を
強
調
し
准
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ

の
基
礎

の
上

に

り

・
立

つ
て
、
意
識
と
行
動

と

の
統

一
、i

レ
同

一
で
は
な

い
!

が
示
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
し
、
亦
そ

の
様

に
し

て
精

神

の
客
観

的
認

識

の
道

が
解

明

さ
れ

な

け
れ

ば
な

ら

な

い
。

.

'

～

、

、

b

即

ち
心
理
学
的
合
則

性
を
襲
達

の
相

に
於

て
捉

え

て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
う
し
て
嚢

達

の

理

解

の
さ
れ
方
は
、

次
の

レ
ー

ニ
ン
の

「
欝
謹
法

の
問
題

に
寄

せ

て
」

の
章
句
中

に
諌

み
取
ら

れ

る
。

「
嚢
展

は
樹
立

の
岡
孚

で
あ

る
。

二
つ
の
根
本
的
激

(
叉
は
ご

つ
の
可
能

・
一80一



な
?
叉
は
二

つ
の
歴
史
上

に
見
ら
れ

る
?
)
嚢
展

(
進
化

)
観

ぼ
、
減
少
及
び
増
大
と
し

て
の
、

反
覆
と
し
て

の
襲

展
と
、
封
立

の
統
二

(
相

互

に
排
除

し
合
う
蜀

立

え
の

一
者

の
分
裂

ど

こ
の
封
立
間

の
交
互
作

用
)
と

で
あ

る
。

へ

も

も

へ

第

一
の
運

動

観

で
は
、

自

己
蓮

動

、
そ

の
起
動

力

、
こ

の
源

泉

、

こ

の
動

因

が
蔭

に
ひ

つ
こ
む

。

ρ
又

は
、

こ

の
源
泉

が

外

え
移

さ
れ

る

へ

も

ヘ

ヘ

ノ

ー

棘
、
主
観
等

々
)
。
第

二

の
運
動
観

で
は
、
主
な
注
意
が
正

に
、
自

己
蓮
動

の
源
泉

の
認
識

に
向

け
ら
れ

る
。

第

一
の
見

方

は
、

死

ん

だ
、

貧

弱

な

、

ぴ

か
ら

び
た

も

の

で
あ

り

、

第

二

の
見
慮

は
生

き

て

い
る

。
第

二

の
も

の

L
み

が

醐
切

の
存

在

よ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

へ

た

へ

す

る
も

の

玉
自

己
蓮
動

を
掴

む
鍵

を
與

之

る
。

そ

れ

の
み
が

、
飛

躍

、
漸

次

性

の
中

噺

、

樹
立

え

の
韓

化

、
古

き
も

の

玉
絶
滅

と
薪

し
き
-

も

の

玉
嚢

生

と
を

理
解

す

る
鍵

を

與

之

る
。
劉

立

の
統

、一

(
合

致
、

同

一
性

、
合

成
)

は
、
條

件

的

、

一
時

的

、
相

劉

的

だ
。

相

互

に
排

除

し
合

う
樹

立

の
圖
争

は

、

絶
封

的

だ
i

-嚢

展

、
蓮

動

が
絶

樹

的

で
あ

る
様

に
。

」

(
レ
ー

ニ
ン

「
哲

学
ノ

ー

ト
」

一
九

三

七
年
、

白

楊
祉
版

)

,

、

、

そ
う
し

て
精
神

の
獲
達

が
屡

々
進
化
論
的

に
考

え
ら

れ
、
低

い
形
態
か
ら
高

い
形
態

之
と
相
績

乃
至
縫
承

さ
れ

る
も

の
と
考

え
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
漸
進
的
嚢
達

で
あ
り
、
飛
躍

や
質
的
新

生
は
な

い
も

の
で
あ
る
と
考

え
ら

れ

て
い
る
。

こ
う

い
う
考

え
方
は
、
科
学
的
研

究

の
方

法
乃
至
方
法
論

に
も

一
定

の
影
響
を
與

え
る
も

の
で
あ

る
。
万
事
が
低

い
形
態

の
も

の

x
研
究
え
と
ひ
き
す
り
降

ろ
さ
れ
・

こ
の

低

い
も

の
曳
合
則
性
が
高

い
形
態

の
も

の
え
と
機
械
的

に
移

さ
れ

る
こ
と
に
な

る

の
で
あ

る
。

精

神
襲
達

の
形
而
上
学
的
立
場
は
、
精
棘
を

、
自

己
充
、足
的
な
實
燈
と

し
て
、
叉
は
客
観
界

に
依
存

し
な

い
虚

の
超
越
的
認
識

不
可
能

な
存

在
と
見
徹
す

と

こ
ろ
か
ら
生
れ

て
來

る
。
精
紳
獲
達

の
基
礎

の
中

に
内
在

的
、
閉

ざ
さ
れ
た
法
則

が
あ

る
と
考

え
ら
れ

て
い
る
ゆ
然

し
乍
ら

心
理
現
象

は
、
猫
特

の
組
織
を
有
す

る
物
質

の
特

性

で
あ
り
、
客
観

的
實
在

の
主
観

的
反
映
な

の
で
あ

る
。
精
紳

の
嚢
達

は
も
観

ち

と
客
観
と
の
圖
箏
の
過
程
、
主
観
客
観
の
相
互
侵
透
の
過
程
に
於
て
行
は
れ
る
。
精
棘
の
物
質
的
基
底
ー
i
神
輕
系
統
と
感
畳
器
官
レ

の
自
然
的
嚢
達

は
、
客
観
的
實
在

の
反
映
が
襲
展

し

て
行
く
夫

々
の
段
階

と
相
底
す

る
庭

の
不
可
避
的
物
質
的
前
提

で
あ

る
。

こ

の
前

提

「人

格
」
理

論

に

量

い

て

,
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人

丈

研

究

第

五

輯

が
備

は
つ
た
場
合

に
、

現
實

に
封
す

る
直
接

的
な
知
畳

と
、
そ

の
解
繹

が
可
能

と
な

る
。
而
し

て
こ
れ
ら

の
要
目
は
、
實

践

の
過
程

に
於

'
て
、
主
盟

の
内
的
所
有

と
な
り
、-
個
盟

の
自

然
を
攣
革

さ
せ

る
こ
と

X
な

る
。

コ
ル
パ
ノ

フ
ス
キ
イ
は
、

「
心
理
学
忙
あ

つ
て
今
日
迄

、

基
本
問
題

で
あ
る

べ
ぎ
筈

の
人
格

と

い
う
問
題

が
見
失
は
れ

て
い
た
。
今
日
は
、
こ

の
入
格

が
心
理
学
的

研
究

の
中

心
問
題
と
な
ら
ね
ば

な

ら
な

い
艮
階

で
あ

る
。
然

し
乍
ら
、
個

廊
の
心
理
的
機
能
や
人
聞

の
行
動

の
個

々
の
側
面

の
研
究
を
し
レ
そ
げ
る
も

の
で
は
な

い
の

た

璽
個

々
の
機

能
的
側
面

の
研
究

は
、
機
能
的
複
合
を
豫
測

七
て
行

は
れ

が
ち

で
あ
る

が
、
そ
う
で
は
な
く

て
、
夫

々
の
部
分
を
構
成
し

て

い
る
も

の
玉
総
和

よ
り
以

上
の
も

の
で
あ
る
と
こ
ろ

の
人
格

の
辮
詮
法
的
綜

合
を
豫
想
す

べ
き
で
あ

る
。
そ
れ
丈

け
で
な
く

て
、
心
理
的

機
能
そ

の
も

の
が
新

し

い
や
り
方
で
、
即

ち
人
格

の
相

に
於

て
研
究

さ
れ
な

く

て
は
な

ら
な

い
。
」
と
蓮

べ
て

い
る
。
.
(
前
掲

論
文

)

叉
'、

ル
ビ
ン

シ
ユ
テ
イ

ン
、も

.

.・

「
人
格

の
附
題
は
心
理
学
に
と

つ
て
基
本
的
重
要
性
を
も

つ

て
い
る
。
資
本
圭
義

肚
会

は
入
格

の
償
値

を
無
覗
す

る
も

の
で
あ
る
が
、
そ
、

れ

に
劉
態

し

て
本
質

的

に
は
、
人
格

の
問
題

が
見
失
は
れ

て
い
る
。
観
念
論
的

心
理
学
者

は
、
意
識
を

現
實

の
人
格

か
ら
切
り
離

し
て
考

'

ゆ

と

へ

え
,て
い
る
。
人
格
を
反
鷹

の
盟
丁純
な
複
合

に
鋸
着
せ

し
め
で

い
、る
。
元

々

勢

働

者

を
機
械

の
附
属
品
と
見
る
考

え
方

の
反
映
な

の
で
あ

　

む

む

　

る
。
」

「
人
格

を
深
暦

に
ひ
そ
む
原
始
的
あ

こ
が
れ
に
ひ
き

つ
り
落

し
%

。
入

格

の
理
論
を
動

物
学
的

「
ア
ン
ソ

ロ
ポ

ロ
ギ
ー
」
に
す
り

か

え
て
了

つ
た
。
L
「
全
膣
と
し

て
の
人
格

は
心
理
学
的
構
造

で
は
な

い
。

心
理
学
は
人
格

の
心
理
的
特

性
、
入
格

の
意
識
を
研
究
す

る
も

の
で
あ

る
。
わ
れ
く

は
、
そ
れ
を
入
格

の
諸

問
題

の

一
般

的
取
扱

い
方

の
解

明
か
ら
始

め
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
そ

の
目
的
は
、
入

格
が

心
理
学

の
面
に
於

て
ど

の
様

に
現

は
れ
る
か
と

い
う

こ
と
を
、
そ

の
基

本

的

特

徴

に
於

て
示
す

こ
と

で
あ

乃
。。
こ
れ
を
纂
礎
と
し

て
、
人
格
と
意
識
と

の
聞

の
、
意
識

と
心
理
学
的
機
能
と

の
隅

の
、
相
互
關
係
を
先
す

明
か

に
し
た
後

に
、
意
識

の
機
能
分
析

に
移
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
」

,

一

・

「
意
識
を
機
能

の
綜
和
と
か
、
機
能

の
束

と
見

る
考

え
方

に
反
封
す

る
9
全
膣

的
人
格
を
研
究

せ
ね
ぼ
な
ら
な

い
が
、
分
析
な
く
も

て
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は
全
燈

も
綜
合

も
あ
り
得
な

い
こ
と
は
明
か

で
あ

る
α
分

析

ほ
心
墨
学
的
研
究

の
不
可
避
的
な

部
分

で
あ

る
。
機

能
は
意
識

の
分
肢

で
あ

り

・
分
化

で
あ

つ
て
・
現
實

に
存
在

し
て

い
る
・
勿

論
、
そ
れ
ら

を
機
械
論
的
に
相
互

に
瓠
り
離

し
て
、
意
識
を
機
能

の
聚
合
盟

と
考

え

て
は
な
ら
な

い
。、
だ
が
機
能
的
分
析
は
必

要

で
み

る
。
た

壁
機
能
的
分
析

が
、
意
識
を
そ

の
全

て
の
側
面

の
統

一
に
於

で
、
ま
た
、
様

々

な
心
理
的
過
程

の
多
様
な
力
動

相

に
於

て
其
農
的

に
研
究
す

る
遁
を
欄
ざ
す

こ
と

の
な

い
様

に
す

る
こ
と
が
問
題

で
あ
る
。
夫

々
の
機
能

,

は
人
稲

の
機
能

、
統

一
と
し

て

の
意
識

の
機
能

で
あ

る
こ
と
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
と

え
ば
、
榔
畳

は

一
個
め
機
能

で
あ
る
と

す

る
丈
け

で
は

い
け
な

い
。
多
様

性
を
備

え
た
知
畳
す

る
意
識

と
し

て
取
り
扱
は
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

こ

の
知
畳
す

る
意
識
は
具
農

的
人
格

の
意
識

で
あ

つ
て
、
教
育

の
過

程

の
中

に
於

け
る

一
定

の
條
件
め
下

で
形
成

さ
れ
て
ゆ
く
も

の
で
あ

る
。
」
(
何
れ
も
前
掲
論
交

)

斯

か
る
見
童
学

の
有

つ
偏

向
性

え
の
批
判

は
、
現
在

に
於

て
も
ゲ
ー

・
ヱ
ス

・
コ
ス
テ

ユ
ー
ク

訳
9
弓
苫

'7・
『
・
ρ

「
鬼
童

の

人
格

形
成

の
實
際
的
諸
問
題
」

つ
㊤
お

ゼ

ェ
フ

・
エ
フ

・
コ
ロ
レ
フ
客
需
&
の
ρ

壁

轡
`
「
耽
会

主
義

的
工
業

化

の
時
期

と
全
面
的
集

團

経

螢

化

の
初

期

と

に
於
け

惹
ソ
ヴ

エ
ト
学
校

「
(
H
O
弩
)

べ
ー

・
ゲ
ー

・
ア
ナ

ニ
エ
フ

「
ソ
ヴ

エ
ト
心

理

学

の
基
本
的
諸
問
題

」
(
H
㊤
α
O
)
な
ど

の
諸

つ

論
文
に
於

て
讃

み
取
る
こ
と
が
出
來

、
何

れ
も

コ
ル
バ

ノ
フ
ス
キ
イ
並

に

ル
ビ

ン
シ

ュ
テ
ィ

ン
の
理
論

の
稜
展
的
展
開

が
砒
会
主
義
脛
濟

建

設

の
襲
展
段
階

に
相
態

し
た
相

に
於

て
首

肯

さ
れ

る
の
で
あ

る
。

嵩
"

人

格

理

論

の
批

判

と

其

登

展

的

方

向

'

具
艦
的
入
格
形
成

の
問
題
を
園

つ
て
、
科
学
的
認
識
論

の
展
開

を

「
ゲ

シ
タ

ル
ト
」
学
派
並

に
就
会

霊
義

就
会

に
於
け

る
人
格
理
論

に

就

い
て
概

観
し

て
來
た
庭
を
蝕

に
改
め

て
要
約
、

批
判

し

て
み
る
こ
と

玉
す

る
。

ゲ

シ
タ

ル
ト
心
理
学
派

の
見
解
を
要
約
し

て
み

る
と
次

の
様

に
な

ろ
う
。

.

、

一
、
所
與

は
全
匿

的
過
程

で
あ
り
、
そ

の
下

に
全
膿

に
規
定

さ
れ
た
下
位
全
艦
と
し

て
の
部
分
を
含

む

「
分
節
的
全
艘

」
で
あ

る
。

「
人

絡
」
理

論

に

就

い

て
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人

丈

研

、
究

第

五

輯

ト

、
二
、
こ
の
全
艦
は
直
接
知
畳

さ
れ
う

る
。
そ

う
し

て
嚢
生
的
順
序

と
し

て
奎
艦

が
部
分

に
優
先
す

る
噂

三
、
方
法
論
的

に
、
現
象
分
析

か
ら
條

件
分
析

に
進

む
庭

の
自

然
科
学

と
本
質

的
に
差
異

は
な

い
。

四
、
質

と
量

、
有
機

と
無
機
、
諒
解
と
設

明

に
融

合
さ
れ

る
。
科
学

の
進
歩
も

こ

の
様
な
成
全
昏
節

の
力

動

的

過

程
と
し
て
理
解

さ
、

,

れ
、
認
職
論
、
科

学
論
滋
全

て
ゲ

シ
ク
ル
ト
原

理
に
よ
り

て
融

合
さ
れ

る
可
き
下
位
全
膿

、
過

程

の

一
断
面

と
し
て

の
位
置

に
組

み
込

ま
れ

る

㍉

要
す

る
に

「
ゲ

シ
タ

ル
ト
」
と
稻

せ
ら
れ

る
便
宜

的
媒
介
概

念

に
よ

つ
て
、
全
ゆ
る
矛
盾

は
融
合

さ
れ

て
了

う

の
で
あ
る
。
西

田
哲
学

に
於
け
る

「
絶
樹
矛
盾
的
自

己
同

一
」
と

一
般

で
あ
ろ
う
。
即

ち
完

全
な
論
明
は
完

全
な
理
解
と

一
致
し
、
量

は
質
と
し

て
の
み
具
膣

化

ヘ

ヒ

ひ

さ
れ
、

秩
序

は
意
味
を
も

つ
こ
と
に
よ

つ
て
始
め

て
實

現
す
る
と

い
う

一
般
的
解
決

が
齎
ら

さ
れ
る

の
で
あ
る
。

ノ

「
ゲ

シ
タ

ル
ト
」
は
、
よ
り
よ
く
分
節
し
た
統
艦

え
向
う
傾
向
が
あ

る
ど

な

し
、
程
度

の
差

と
し

て
無
機
界
か
ら
入
間
杜
会

の
諸
法
則

迄

が
統

一
的

に
把
握
さ
れ

る
汐
而
も

こ

の
ゲ

シ
タ

ル
ト
全
膣
は
其
部
分
を
な
す
要
素

か
ら
構
成
さ
れ
る
も

の
で
は
な

い
。
從

つ
て
抽
象
的

全
膣

は
具
膣
的
部
分
を
離

れ

て
了

い
、
部
分
と
全
膿
と

の
辮

謹
法
的
關
係
は
看
過

さ
れ
、

「
全
膿

の
先
行
」
と

い
は
れ
る
も

の
は
、
鏡

象

的
な

、
意
識

に
與

え
ら
れ

る
時
間

の
上

で
の
先
行

で
あ
る
と
同
時

に
、
存
在
と
し

て

の
そ
れ

で
も
あ
り
、
方
法
論

的
且
つ
論
理
的
先
行

で

す
ら
あ
る
も

の
と
さ
れ

、
現
象
主
義
か
ら
相

樹
主
義

乏

の
道
が
開

か
れ

る
。

,

.

。

第

一
節

に
論
述

し
た

8
①
乱

β

国
・
の
、
「
元
型
」
(
Q
①
き

ξ
窟

巴

探

策

の
際
探
ち
れ

る

月
顯
型

」
(
弓
茎

昌
o
ξ
娼
農

)
の
現
象

分
析

は
、

「
元
型
」

の
鐵
学
的
符
號

に
よ
る
記
述

に
韓
化

さ
れ

て
了

い
、
相
謝
主
義

的
、
記
述
主
義

的
偏
向

に
陥

入

つ
て
了
う
。

(
国

冒
o
号
一$

。
需

。
娼
g
。
・・
窪

雰

喜

巳
。
・・
コ

§

・
娯

①
o
。
§

賢

蟄
憂

Φ
篶

・・
①
量

ぎ

;

&

目
・。
§

塁
墓

塁
舞

。
竜

敬
喜

g
。
σ・
至

岡
o
目
。
霧

・
嶺

器
:

目
①
乱

β

因
●)

叉

宍
α
醒
亀

毒

●
の

イ

ソ

モ
ル

フ
ィ
ズ

ム
は
心

的

事
實

に
野

臨

す

る
生

理
的

過

程

を
(

一
蜀

一
的

封
態

で

な

く

、
B
o
冨
尾
に
考

え

る

こ
と

に
よ
り

、

矛
盾

の
克

服

に
努

め

た
が

、
'
心

理

的

ゲ

シ
タ

ル
に
劉
懸

す

る
生

理
的

ゲ

シ
タ

ル

ト
を
假

定

す

る

一 一84-.一 一



方
法
論

が
展
開

さ
れ

、
解

和
剤

「
ゲ

シ
タ
ル
ト
」

に
よ

る
意
識

と
物

の
混
溝
錯
綜
化
を
來

し
、
生
理
的
過
程
な

る
も

の
も

決
し
て
、
物
と

し
て
の
肉
膣
自
盟

の
機
能

で
は
な

い
の
で
あ
る
。

ゲ

シ
タ

ル
ト
心
理
学
派

に
於
け
る
客
槻
界
が
、
機
能
的
實
在
性

に
よ
り
保
誰

さ
れ

て
い
る
所

は
、
畢
寛
観

念
的
自

己
と
同
格

で
あ
り
此

の
客
観
界
ど
自

己
は
ゲ

シ
タ

ル
ト
を
通
じ

て
媒
介
統

一
さ
れ
、
所
興

一
般

は
分
節

的
全
艦

の
再
組
織
過

程
と
し

て
、
主
、
客
を
包

ん

で
展

へ

も

も

ヘ

へ

開

t

て
ゆ
く

の
で
あ

る
。
即

ち

こ

Σ
に
な
禍

眞

の
樹
立
も
見
ら
れ
な

け
れ
ば
、
從

つ
て
眞

の
嚢
展
も
な
く
、
、卒
衡

理
論

の
上

に
立

つ
た
反

覆

、
増
減

現
象

に
過
ぎ
な

い
。
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
あ
る

こ
ど
は
即
ち
函

数
的
相
劉
主
義

の
域
を
超
唱え
ら

れ
な

い
。

ゲ

シ
タ
ル
ト
学
派

の
稽

え
る

「
全
髄

」
は
、

現
實
的
な

「
部

分

」
の
辮
謹
法
的
封
極
と
し
て
の
み
把
捉

し
う
る
も

の
で
あ
り

、
機
能
概

念

と
記
述
・概

念

の
樹
立
も
、

主
客

の
實
践

的
樹
決

に
よ

る
意
識

の
客
骸

反
映
の
嚢
達
過

程
と
し
て
の
み
正

し
い
解
決

に
到
達
し
得
る
し
、

・
亦

.、国
σq
o
..
を
直
接
経
験

と
し

て
現
象
的

に
捉

之
る

の
で
は
な
く
、
生
産
關
係

の
具
髄
的
櫓

い
手
と
し

て
、

自
然
的
瑛
境

と
魅
会

的
環
境

と

の
動
的
統

一
過
程

に
働
く
階
級

的
生
清
膣

と
し

て
捉

え
よ
う
と
す
る
態
度

に
於

て
始

め

で
人
間

の

「
全
艦
的

」
具
膣
像

に
迫

る

こ
と

が

許

さ
れ

る
し
、
同
時

に
可
能
な

こ
と

、
云

い
得
よ
う
。

次

に
毛
澤
東

の

噛
實
践
論
」
を
中

心

に
認
識
論

の
襲
展

維
過
を
た
・ど

つ
て
み
よ
う
。

「
低
い
段
階
,で
は
、
認
識

は
感

性
的
な
も

の
と
し

て
現
は
れ
、
高

い
段
階

で
は
、
認
識
は
論

理
的
な
も

の
と
し

て
現
は
れ
る
が
、
そ

の

ど
ち
ら

の
段
階
も
、
皆
統

一
さ
れ
た
認
識

過
程

の
う
ち

の

一
つ
の
段
階

で
あ
る
ど
考

え
る
。
感
性

と
理
性
と

い
う
二

つ
の
も

の

玉
性
質

は

異

る
が
、
ま
た
相

互

に
切
り
離
さ
れ
た
も

の
で
ぱ
な
く

一
そ

れ
ら
は
實
践

に
基

い
て
統

一
さ
れ

て
い

る

の
で
あ
る
。
わ
れ
た
＼

の
實
践
ば

つ
ぎ

の
こ
と
を
誰

明
し

て
い
る
。

つ
ま
り
感
畳

さ
れ
た
も

の
は
直

に
理
解

さ
れ
6
も

の
で
は
な
く

、
理
解

さ
れ
た
も

の
だ

け
が
、
よ
り
深

く
感
畳

さ
れ

る
こ
と
に
な

る
と
い
う

こ
と

で
あ

る
。、

感
畳

は
た

璽
現
象

の
問
題
を
解
決
す

る
だ
け
で
あ
り
、

理
論
だ
け
が
本
質

の
問
題
を

解
決
す

る
の
で
あ

る
。
こ
れ

ら
の
問
題

は
、
實
践

を
離

れ

て
は

一
寸
も
解
決
す

る
と
と
は
出
來
な

い
の
で
あ

る
。
何

か

の
も

の
を
認
識

し

「人

格
」
理

論

に

就

い

て
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人

丈

,
研

究

第

五

輯

.
-よ
う
と
す

る
も

の
に
と

つ
て
は
、
そ

の
物
事

と
接

燭
す

る
こ
と

つ
ま
り
物
事

の
環
境

の
中

で
生
活
す

る

こ
と

(
そ

こ
で
實

践
す

る

こ
と
)

以
外

《
は
、
他

に
ど
ん
な
解

決
方

法
も
な

い
の
で
あ

る
。
」

、

'

覧

ー

「
理
性
的
認
識

は
感
性

的
認
識

に
依
存

し

て
い
る

。
そ
し

て
感
性

的
認
識

は
理
性
的
認
識

に
嚢

展
し

て
ゆ
く
は
す

の
も

の
で
あ

る
。
感

情
か
ら

理
性

に
進
む
欝

鐙
法
的
唯
物
論

の
認
識

蓮
動

は
小
さ
な
認
識
過

程
に
つ
い
て
も
、

そ

の
通
り

に
稜
展
す

る
し
、
大

き
な
認
識
過
程

に
つ
い
て
も
、
そ

の
通

り

に
稜
展
す
る

の
で
あ
る
。
」

「
最
も
重
要
な
問
題

は
、
客
観
的
世
界

の
法
則

性
を
理
解
す
る

こ
と

に
ょ

つ
て
、

世
界
を
読

明
す
る
こ
と
が
出
來
る
瓢

に
あ
る

の
で
は
な
く

て
、

こ
の
客
観
的
法
則

性

の
認

識
を
適

用
す

る
こ
と

に
よ

つ
で
、
能

動
的

に
世

,界
を
改
造
す

る
鮎

に
あ

る
。
」

、

・

「
認
識

は
實
践

に
は
じ
ま
り
、
實
践
を
通
じ

て
理
論
的
認
識

に
到
達

し
、
さ
ら

に
再

び
實
陵

4
か

え
つ

て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
」

「
實
践

は
眞

理
の
基
準

で
あ

る
と

い
は
れ
、
生
活

、
實
践

の
見
地
は
認
識
論

の
第

一
の
、
そ
し

て
、
根
本
的
見

地
で
な

け
れ

ば
な
ら
な

ぬ

・
い
。
」

「
實
践
を
通
じ

て
眞

理
を
襲
見
す

る
こ
と
、
ま
た
實
践

を
逼
じ

て
眞

理
の
正
し

さ
を
立
謹

し
、
眞

理
を
焚
展

さ
せ
る
こ
と
、
感
情
的

認
識
か
ら
能
動
的

に
、
理
性
的
認
識

に
ま

で
嚢
展

さ
せ

て
行
く

こ
と
ハ
ま
た

理
性
的
認
識

に
基

い
て
能

動
的
に
革

命

的

實

践

を
指
導
し

て
、
主
槻
的
世
界
と
客
観
的

世
界

と
を
改
造
す

る
こ
と
、
實
践

、
認
識
、
再
實
践

、
再
認
識

と
い
う
形

で
、

こ

の
循
環
往
復
を
無
窮

に
繰

り
返
し

て
ゆ
く

こ
と
、

し
か
も
、
實
践
と
認
識

が
循

瑛
す

る
こ
と

に
、
そ

の
内
容
が

一
段

と
高
度

の
も

の
に
進
ん

で
ゆ
く

こ
と
、
こ
れ
が

つ
ま
り
辮

讃
法
的
唯
物
論

の
認
識
論

の
全
部

で
あ
り
、

こ
れ

が
つ
ま
り
辮
謹

法
的
唯
物
論

の
知
識

と
行
動

の
統

一
観

で
あ

る
。
」

、
ま
た

「
認
識

の
眞

の
任
務

は
感
畳
を
得

て
思
惟

に
到
建

し
、

次
第

に
客
観
的
事
物

の
内

的
諸
矛

盾

の
理
解
、
そ

の
法
則

性

の
理
解

、

一

つ
の
過
程

と
他

の
過
程

と

の
間

の
内
部
的
諸
連
關

の
理
解

に
到
達

す

る
こ
と
、

。
即
ち
論

理
的
認
識

に
到
達
す

る
こ
と
に
あ
る
。
」

「
ど

の

　

蓮
動
形
態

に
も
、
そ

の
内
部

に
は
み
な
そ
れ
自

身

の
特
殊
な
矛

盾
が
含

ま
れ

て
い
る
。

こ
の
特
殊
な
矛
盾

が

一
つ
め
事
物
を
他

の
事

物
か

ら
匠
別

す

る
特
殊
な
本
質
を
構
域

し
て
い
る
,
あ

ら
ゆ

る
物
質

の
蓮
動
形
態

の
も

つ
て
い
る
特
殊

な
本
質

は
、
そ
れ
自
身

の
特
殊
な

矛
盾
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に
よ

つ

て
規
定

さ
れ

て
い
る
の
で
あ

る
。
」

以
上
は
毛
澤
東

「
實
践
論
」
(
認
識

と
實
践
と

の
關
係
ー
知
識

と
行
動
と

の
關
係
」
忙

つ
い
て
)目
⑩
Q⇔
刈
鳶
を
申

心

に
併
せ

て

「
矛
盾
論
」

お

。o
刈
耀

の

一
部

の
抜
葦

で
あ

る
が
、
我

々
は

こ
の
平
易
な

論
旨

の
展
開

の
中

に
認
識

の
襲
展

に
關
す

る
辮
誰
法
的
唯
物
論

の

一
暦

の
前
進

、
を
讃

み
と
る

の
で
あ

る
。
毛
澤
東

の

「
實
践
論
」
、
も
矛
盾

論
」
を
通
す

こ

と
な

し

に
、

辮

鐙
法
的
唯
物
論

を

十
分

に

理
解
す

る
こ
と

が
出
來
な

い
迄

に
、
李
易

に
し
て
而
も
高
度

の
認
識
論

の
展
開

を
看

取
し
得

る
し
、
こ
れ

ら

の
表
現

の
中

に
、

私

の
論

蓮
し
來

つ
た
盧

　

　

の

「
人
格

理
論

に
關
す
る
心
理
学
的
見
解

」

の

一
頂

黙
を
見
轟
す

こ
と
が
出
來

よ
う
。
要
す

る
に
人
格

の
形

成
は
、
主
膣

の
環
境

に
順
態

す

る
態
度
過
程

に
於

て
璽
は
な
ぐ

、
主
膣

の
客
観
的
法
則

性

の
認
識
を
適

用
す
惹

こ
と
に
よ
る
、
・
環
境

え

の
能
門動

的

働

き
か
け
に
ょ

づ

　

　

　

む

む

む

て
、
入
間
を
中

心
に
環
境
を
攣
革
適
態
せ
し
め
る
過

程
ー

實
践
ー

に
於

て
形
成

さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
意
識

の
反
甥

に
よ

る
力

学
的

.

均
衡

理
論

の
読

賜
万

至
記
述

に
よ

つ
て
ば

、
獲
達

の
具
髄
的
諸
相
を
包
む

人
格
形
成

の
眞

の
理
論
的
把
握

に
は
到
達

し
得
な

い
の
で
あ
る
。

附

記

・

・

"

本
邦
心
理
学
会

に
於
け

る
、
ゲ

シ
タ
ル
ト
心
理
学

の
立
場

に
山些
つ
学
読

の
展
開

、
並

に
そ

の
實
瞼

心
理
学
的
立
讃

は
近
時

一
般
・化
さ
れ

て
來

て
を

る
が
、
此
単
読

に
封
す

る
前
段
階

的
批
判

は
あ
る

に
せ
よ
、
・嚢
展
的
批
判

は
殆

ん
ど
見
當
ら
激

い
。
篤

氏

の

一
論
文
を
見

る

の

み
,で
あ

る
。
,

,

'

時
間

の
絵

裕

の
な

い
ま

」
、
奮
稿

を
補

足
す

る

の
域
を
出

な
か

つ
た

こ
と
を
残
念

に
思
う
が
、
幾
多

の
重
要
な
問
題
を
孕

ん
で
い
る

の

で

、
何
れ

の
機
会

に
よ
り
充

分
検
討

の
上
、

よ
り
良
き
も

の
を
生
み
出
し
た

い
と
念
じ

て
い
る
。

(
一
九

五
二

・
=

一
・
七
)

、
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